
がんばれ！関西のものづくり

会員企業様のいま一番のイチオシ製品をご紹介する
コーナーです。たくさんのこだわりが詰まった素晴ら
しい製品を、毎月取材していきたいと思います。

わが社の イチバン！

イチ し押イチ し押イチ し押 製品製品
第 回15151515

1888年、文明開化に沸く日本でジャッキ（両手式バリカン）を発明し、普及させ
たことが同社の始まりでした。明治政府による「断髪令」が出され、ちょんまげを禁
止されて髪型に困っていた人々の間でこの商品は大ヒットしたそうです。

1915年頃、辺り一帯の工場で電気が動力として使われだし、機械化による生産の
増加が顕著となったため、同社は各工場間の競争に耐えうるべく新工場を建設。生産
工程と設備は急速に近代化が図られ、バリカンの国内トップメーカーに上りつめます。

その後、経営の柱となる製品として作業工具の製造に着手しました。おなじみの「エビ印」のつ
いたモンキレンチはこの時に誕生し、現代まで長く人々に親しまれてきたのです。この「エビ印」
には「腰が曲がるまで使える丈夫な工具」という意味が込められていて、その由来通り、1本のモ
ンキレンチを何十年も使い続けた方のお声をいただくこともあるそうです。

2018年で創業130周年、そしてモンキレンチ製造90周年を迎えた同社。長年の経験と豊富なア
イディアを活かし、これからも私たちの期待を超える素晴らしい製品を生み出し続けるでしょう。

犬やネコが家の中を移動できるように部屋のド
アを開けっぱなしにしていては、エアコンの効
率が下がってしまいます。

「外に出られないと吠えるし、かといって
毎回ドアを開けに行くのは大変だし・・。」

そんな声が、多くの飼い主さんから寄せられま
した。そこで考えたのが、“ペットが自分でドア
を開けて、そのまま自動で閉まればいい” とい
うことでした。最初は、そんなことできるのか？
という声が多かったそうです。しかし、すぐに飛
びつくという犬の習性を生かし、ドアが開くよ
うにしてはどうかという発想にたどり着いたので
す。ペットが通るときに少しだけ扉が開き、そ
の後はワイヤーにひっぱられて、ゆっくり扉が閉
まる仕組みです。

犬やネコが自分でドアを開けて出入りできるという発想が、斬新ですごい
なと思いました。ペットを飼っている人にオススメしようと思います。
まさに「世の中にはない新しいものを生み出す」というその言葉通りで、
人がなかなか思いつかないような面白い製品がたくさんあります。これか
らどんなものが登場するのか想像がつきませんが、楽しみにしています。

（事務局：田中 香菜）

飼い主もペットもストレスフリー！なアイディア製品

『わん・にゃんフリーパス』『わん・にゃんフリーパス』

常にお客さま目線で暮らしに寄り添う
「あったらいいな」を実現する会社

森村金属株式会社森村金属株式会社
代表取締役社長　　森村 泰明 氏 皆さんは、電車に乗るとき、駅の天井を見上げたことはありますか？高架駅

や地下鉄の駅・地下街などは雨が降っても水漏れせず、安心して移動するこ
とができます。そんな日常生活の中で当たり前のようにある頑丈な天井です
が、実は同社が手掛ける製品が多くの場所で導入されているのです。
1950 年（昭和 25 年）の創業当時。『モリソン』ブランドを立ち上げた同社は、
建築用の金属ジョイナーを主力製品としていました。その後も新たな製品の
開発などで手腕を発揮していた同社は、数年後に金属天井材の開発に取り掛
かります。現在では金属天井材にさらに機能を持たせて、耐震対策や漏水対
策、経済性に富んだ製品などを開発し、社会に大きく貢献しています。
こういったいわゆる「B to B」向け製品だけではなく、個人消費者向けの「B 
to C」製品も数多く手掛けており、2 大事業として同社を支えています。衣食
住の「住」に関わる部分で、人々の暮らしがより便利で快適になるような製品
を作り続けています。「こういうものがあったら便利だな」という一般の消費
者の意見に耳を傾け、世の中の様々なものに関心を持つようにしているとい
う森村社長。生活の中で常にアンテナを張って、ものづくりのヒントになる
ものをどんどん取り入れていくことを心がけているそうです。
それは社員の皆さんも同じように実践されています。「全社員が開発要員で
す。いいアイディアが思いついたらそれを会議で提案してもらい、みんなで
製品を作り上げていきます。」社内の開発会議に、森村社長はいつも参加され
るそうです。職場内は風通しがよく、「世の中にはない新しいものを作りた
い」という共通の想いがあります。森村社長を筆頭に、今後も人々の生活をよ
り豊かにする製品を生み出し続けることでしょう。

世の中にはない新しいものを生み出す―
ブランドが誇る、

オンリーワンのものづくり

代表取締役社長　森村 泰明

森村金属株式会社

〒578-0912 東大阪市角田1-8-1
TEL: 072-962-7321　FAX: 072-965-6954

URL：http://www.morison.co.jp

ご協力いただき、ありがとうございました。

今後皆さまの会社へも取材のお願いをさせていただくこともあ
るかもしれませんが、その際はぜひご協力よろしくお願いします。
<お問い合わせ>ＴＥＬ：06-6251-1138

取材を終えてひとこと

ドアの上についている、
コレ！

わんちゃんも、部屋の中を

ラクラク通り抜け♪ ～

『わん・にゃんフリーパス』って・・？

扉を押すと簡単に開く！両方向から通り抜けできます。

（左）ドア上部に取り付けても、目立ちません。
（右）開いたドアはワイヤーに引っ張られて、ゆっくりと閉まります。

『モリソン』

楽天市場
morison shop（モリソンショップ）
でご購入いただけます。

morison-shop
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